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全力 くす全力 く

9月
県議会 民意に逆らい強引すぎる

知事の
「
私
を
止
め
ら
れ
る
の
は
県
議
会
だ
け
」（８
月
31
日
知
事
発
言
）

地
域
か
ら
病
院
や
県
営
住
宅
を
な
く
す
な
ん
て

地
域
か
ら
病
院
や
県
営
住
宅
を
な
く
す
な
ん
て

「
４
病
院
再
編・移
転
」

　
　
　
　
構
想
の
撤
回
を

「
住
ん
で
い
る
人
を
モ
ノ
の
よ
う
に
扱
わ
な
い
で
」

廃
止
せ
ず
住
み
続
け
ら
れ
る

県
営
住
宅
に

を止めよう
県営住宅廃止4病院再編

〝暴走〟〝暴走〟
お
か
し
く
な
い
!? 

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
べ
き
行
政
が

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
べ
き
行
政
が

再
編
・
移
転
計
画

■県立がんセンター
　（名取市）
■仙台赤十字病院
　（仙台市太白区）

■県立精神医療センター
　（名取市）
■東北労災病院
　（仙台市青葉区）

名取市
に移転

富谷市
に移転

統合

合築

成
事
実
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
募
す
べ

き
で
な
い
と
強
調
。

　
４
病
院
の
再
編
・
移
転
問
題
は
、
９
月

議
会
の
最
大
焦
点
で
、
知
事
の
独
断
暴
走

に
は
与
野
党
問
わ
ず
批
判
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　
党
県
議
団
は
、「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」
が
政
策
の
作
成
過
程
で
の
当

事
者
の
関
与
を
求
め
て
い
る
と
強
調
し
、

「
知
事
は
公
約
を
つ
く
る
前
に
当
事
者
の

意
見
を
聞
い
た
の
か
」
と
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。
知
事
は
「
今
年
２
月
の
精
神
保
健

福
祉
審
議
会
に
説
明
し
た
」
と
答
え
、
政

策
作
成
過
程
で
は
聞
い
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

　　
ま
た
知
事
が
突
如
持
ち
出
し
た
名
取
市

へ
の
民
間
の
精
神
科
新
病
院
誘
致
に
つ
い

て
、
専
門
家
か
ら
も
異
議
が
出
て
お
り
、

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
富
谷
市
移
転
を
既

　
民
間
精
神
科
新
病
院
の

　
　
　
　
公
募
は
や
め
る
べ
き

　
今
後
県
営
住
宅
を
建
て
替
え
ず
、
順
次

廃
止
す
る
と
い
う
宮
城
県
の
方
針
は
、
全

国
で
も
例
の
な
い
乱
暴
な
も
の
で
す
。
党

県
議
団
は
、
９
月
議
会
で
も
方
針
の
撤
回

を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
市
町
村
営
住
宅
が
あ
る
か
ら
県

営
住
宅
の
役
割
は
終
わ
っ
た
な
ど
と
弁

解
。
し
か
し
宮
城
県
内
の
公
営
住
宅
の
応

募
倍
率
は
３
倍
以
上
で
、
都
道
府
県
営
住

宅
の
占
め
る
全
国
平
均
42
％
か
ら
も
ず
っ

と
低
い
20
％
程
度
で
あ
り
、
県
営
住
宅
が

撤
退
で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「住みよい県営住宅をつくる県民の会」設立のつどい（9月9日）

　
住
み
慣
れ
た
住
宅
か
ら
の
「
移
転
」
を

迫
ら
れ
る
入
所
者
に
は
不
安
と
絶
望
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
９
月
９
日
に
は
、「
住

み
よ
い
県
営
住
宅
を
つ
く
る
県
民
の
会
」

が
結
成
さ
れ
、
そ
こ
で
も
住
ん
で
い
る
人

を
モ
ノ
の
よ
う
に
扱
う
県
の
や
り
方
に
批

判
が
集
中
し
ま

し
た
。
人
権
を

踏
み
に
じ
り
、

「
福
祉
の
心
」

を
投
げ
捨
て
る

「
廃
止
方
針
」

は
行
政
の
根
本

が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
公
的
責
任
の
放
棄
、

　
　
　
行
政
の
ゆ
が
み
深
刻
に

「４病院再編・移転」構想の撤回を求める申し入れ（10月2日）

　
党
県
議
団
は
10
月
２
日
、
知
事
に
４
病

院
の
「
再
編
・
移
転
」
構
想
の
撤
回
、
民

間
新
病
院
の
公
募
の
中
止
、
老
朽
化
し
た

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
安
全
確
保
と

療
養
環
境
の
改
善
な
ど
を
申
し
入
れ
し
ま

し
た
。
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金田もとる
環境福祉委員会
（仙台青葉）

三浦一敏
農林水産委員会

団　長

（石巻・牡鹿）
天下みゆき

総務企画委員会

幹事長

（塩　釜）

政調会長兼副団長

福島かずえ
建設企業委員会
（仙台若林）

大内真理
文教警察委員会
（仙台宮城野）
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間違い もの言う間違い

ま
と
も
な
県
政
め
ざ
し
て

ま
と
も
な
県
政
め
ざ
し
て

〝
物
価
高
に
悲
鳴
〞

　い
ま
こ
そ
直
接
支
援
を

水
道
民
営
化
問
題

広
域
防
災
拠
点
事
業

水
道
民
営
化
問
題

広
域
防
災
拠
点
事
業

女
川
原
発
再
稼
働
延
期  
動
か
す

電
線
管
の
火
災
防
護
対
策
を
申
し
入
れ

もの言うハッキリハッキリに

日本共産党県議団

　
東
北
電
力
は
女
川
原
発
２
号
機

の
再
稼
働
に
つ
い
て
、「
電
線
管
の

火
災
防
護
対
策
工
事
」
に
時
間
が

か
か
る
と
し
て
、
来
年
２
月
か
ら
５

月
に
延
期
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
女
川
原
発
の
電
線
管
の
火
災
防

護
対
策
を
め
ぐ
っ
て
は
党
県
議
団
が

８
月
21
日
、
県
に
対
し
て
規
制
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
、
追
加
工
事
の
理
由
と

経
緯
、
内
容
を
調
査
す
る
よ
う
申

し
入
れ
し
、
９
月
議
会
の
代
表
質

問
で
も
問
題
点
を
追
及
し
て
い
ま
し

た
。

県
民
の
声
が
届
く

　
10
月
４
日
に
閉
会
し
た
県
議
会
で
、
日
本
共

産
党
宮
城
県
会
議
員
団
は
、
知
事
提
案
さ
れ
た

議
案
32
件
中
４
件
に
反
対
し
ま
し
た
。
議
員
提

案
の
『
宮
城
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
』『
宮
城
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
』『
宮

城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
』
の
発
議
３
件
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
水
道
民
営
化
に
関
連
す
る
議
案

３
つ
に
つ
い
て
行
い
、決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、

①
コ
ロ
ナ
禍
と
相
次
ぐ
自
然
災
害
、
物
価
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
県
民
生
活
を
脅
か
す

中
、
県
民
の
切
実
な
願
い
に
冷
た
い
こ
と
、
②

「
民
間
、
民
間
」
と
大
事
企
業
優
遇
の
政
治
を

進
め
て
い
る
こ
と
、
③
当
事
者
・
関
係
者
の
声

を
聴
か
ず
に
強
行
す
る
村
井
県
政
の
行
政
運
営

の
進
め
方
が
、
た
く
さ
ん
の
「
困
る
人
」
を
つ

く
り
出
し
て
い
る
こ
と
、
の
3
つ
の
柱
に
反
対

理
由
を
ま
と
め
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、『
私
学
助
成
の
充
実
強
化
に
関
す
る

意
見
書
』『
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外

自
家
血
注
入
療
法
）
に
対
す
る
適
正
な
診
療
上

の
評
価
を
求
め
る
意
見
書
』
は
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
　
第
３
８
９
回　
宮
城
県
議
会
に
つ
い
て

　
電
気
代
、
ガ
ソ
リ
ン
代
、
資
材
、
エ
サ

代
な
ど
物
価
高
騰
の
影
響
は
県
民
全
体
に

広
が
り
「
も
う
限
界
」
の
声
が
出
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
国
の
支
援
待
ち
の
宮
城

県
は
、
今
後
の
対
策
を
予
算
上
も
明
確
に

打
ち
出
さ
ず
に
い
ま
し
た
。

　
党
県
議
団
は
、
９
月
５
日
に
県
に
緊
急

申
し
入
れ
を
行
い
、
電
気
代
の
県
独
自
の

補
助
や
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
機
関
の
光

熱
費
補
助
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
へ
の
補
助
な

ど
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
、
東
北
一
の
財
政
力
を
子
育
て
、
暮
ら

し
、
生
業
の
た
め
に
使
い
、
本
腰
を
入
れ

て
物
価
高
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
水
道
事
業
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
に
よ
る
民
営
化
は
１
年
を
す

ぎ
、９
月
議
会
の
決
算
審
査
で
は
、

こ
れ
ま
で
収
入
や
支
出
の
全
部
が

議
会
に
報
告
さ
れ
て
い
た
の
が
一

部
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
運
営
権

者
の
利
益
だ
け
は
物
価
上
昇
で
も

保
障
さ
れ
、
全
体
の
収
支
バ
ラ
ン

ス
や
料
金
改
定
の
是
非
を
判
断
で

き
る
十
分
な
情
報
は
で
て
き
ま
せ

ん
。
２
度
に
わ
た
る
水
質
事
故
の

発
生
や
議
会
に
も
報
告
さ
れ
な
い

実
施
契
約
書
の
変
更
な
ど
、
民
営

化
さ
れ
た
事
業
の
問
題
点
が
噴
出

し
て
い
ま
す
。

　
広
域
防
災
拠
点
事
業
は
「
県
政

史
上
、
前
代
未
聞
の
大
失
政
」
と

い
え
ま
す
。
利
府
の
グ
ラ
ン
デ
ィ

21
を
広
域
防
災
拠
点
に
位
置
づ
け

て
い
た
も
の
を
、
知
事
の
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
宮
城
野
原
の
Ｊ
Ｒ
貨
物

駅
に
変
更
し
、
移
転
補
償
な
ど
莫

大
な
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
供
用
開
始
は
当
初
計
画
か

ら
12
年
遅
れ
の
２
０
３
２
年
と
さ

れ
、
事
業
費
も
す
で
に
１
７
８
億

３
千
万
円
が
注
が
れ
、
全
体
事
業

費
は
い
ま
だ
「
精
査
中
」
で
、
３

２
４
億
円
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

は
確
実
で
す
。

物価高コロナ申し入れ（9月5日）
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